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決 算 審 査決 算 審 査

全会一致で決算を認定

会 計 の 種 類 歳　入 歳　出

一　般　会　計 67億7,659万円 62億9,629万円

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険 17億6,001万円 17億4,551万円

後期高齢者医療 2億1,779万円 2億1,619万円

介護保険 14億　481万円 13億5,831万円

稲取財産区 79万円 74万円

風力発電事業 675万円 404万円

幼児教育アドバイザー共同設置事業 218万円 214万円

総収益 総費用

水　道　事　業 4億　236万円 3億8,506万円

会計別決算額

決算審査決算審査
特別委員会特別委員会

事業の執行状況と適 切な運営をチェック
　第３回定例会で提出された令和５年度一般会計・特別会計の決算は、議会
付託し、４日間にわたり審査した結果、以下の意見を付し決算を認定しまし

選出の監査委員を除く11名の議員で構成する決算審査特別委員会に
た。

令和５年
度

令和５年
度

決算決算
認定認定

　高齢者や認知症患者の増加によ
り、自立した生活ができない町民
が増えている。高齢者に身近に寄
り添う専門家の結集等、地域包括
支援センターの体制充実を図られ
たい。

地域包括支援センターの体制充実を地域包括支援センターの体制充実を提言
２

　町道の路面のひび割れなど、町道全般に経年劣
化が進んでいる。道路の適正な管理と計画的に道
路改修を行うよう強く求める。

計画的な道路改修を提言
３

　町の契約は競争入札が原則である。随意契約による場合は、根
拠法令や随意契約とした理由、事業者の選定理由などを明確にし
ておくこと。

提言
４

　決算審査の基礎資料となる「主要施策の成果説明書」が今年改
訂されたが、事業実績の考察・総括等が不足していたので、更な
る見直し・充実を求める。

提言
５

町民がいつまでも元気でいられる取り組みを提言
１

　町の「お達者年齢」は男性73.8歳、女
性81.7歳と県平均の男性80.1歳、女性
84.3歳より低く、県下最下位である。改
善に向けた地域での活動を促進された
い。
※お達者年齢：自立した生活ができる期間
　平均寿命－不健康寿命（障がい・介護期間）＝お達者年齢

決算審査報告書

決算審査報告書については東伊豆町ホームページにて掲載 

https://www.town.higashiizu.shizuoka.jp/ 
ホーム＞町政・議会＞委員会の活動＞予算・決算審査特別委員会

随意契約の根拠法令・理由を明確に随意契約の根拠法令・理由を明確に

「主要施策の成果説明書」の見直し・充実を「主要施策の成果説明書」の見直し・充実を
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定 例 会定 例 会

　町外の看護学生や保健師に
交通費や宿泊費を補助し、保
健福祉センターで業務に携わ
りながら東伊豆町での暮らし
を体験してもらい、保健師の
確保に努めます。

ワーキングホリデー支援補助1Pickup

175万円

　給水弁の取替工事や配水
管の更新、水路改修などの
工事をします。

水道施設整備2Pickup

2,250万円

　　　第３回第３回
定例会定例会

一般会計補正予算他を可決

定例会のの
あらましあらまし

けた取り組みを継続保健師確保に向
　令和６年第３回定例会を９月10日～27日までの
ほか、補正予算５件、条例改正６件を含む計21件が

18日間の日程で開催し、令和５年度一般会計歳入歳出決算認定
提出され、審議の結果すべて原案どおり可決しました。 

　条例中の「消防団」
を「団員」に「定数
280人」を「300人（内、
機能別団員95人）」に
改めることにより、機
能別消防団員も公務災
害補償を受けられるよ
うにします。

5Pickup

町長他、通勤手当支給

　今まで町長、副町長
及び教育長においては
通勤手当が支給されて
いなかったが、東伊豆
町職員の給与に関する
条例の規定を準用して
算出し、支給すること
にします。

6Pickup

消防団員に関する条約改正

　食材費高騰による給食費の値上げ
分を町が負担し、保護者の負担軽減
を図ります。

355万円

給食費を応援3Pickup

　以前から要望があった、上野墓園
に仮設トイレを設置します。

62万円

上野墓園維持管理4Pickup
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決 算 審 査決 算 審 査臨 時 会

第３回定例会の議案と各議員の 賛否 〇  賛成　×  反対

※議長は採決に加わらない　

議　案　名 採決結果
山
田
豪
彦

鈴
木
伸
和

楠
山
節
雄

笠
井
政
明

稲
葉
義
仁

栗
原
京
子

西
塚
孝
男

須
佐　

衛

村
木　

脩

内
山
愼
一

定
居
利
子

山
田
直
志

条　例　改　正

議案第31号　特別職の職員で常勤の者の給料等に関す
る条例の一部改正 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第32号　国民健康保険条例の一部改正 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第33号　町指定地域密着型サービスの事業の人員、
設備及び運営に関する基準を定める条例の全部改正 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第34号　町指定地域密着型介護予防サービスの事
業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防
サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に
関する基準を定める条例の全部改正

可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第35号　町指定居宅介護支援等の事業の人員及び
運営の基準等に関する条例の一部改正 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第36号　消防団員の定員、任免、給与、服務等に
関する条例の一部改正 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

補　正　予　算

議案第37号　令和６年度一般会計補正予算（第６号） 可決（10：１） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 ╳ 〇 〇 〇

議案第38号　令和６年度国民健康保険特別会計補正予
算（第２号） 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第39号　令和６年度後期高齢者医療特別会計補正
予算（第１号） 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第40号　令和６年度介護保険特別会計補正予算（第
１号） 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第41号　令和６年度水道事業会計補正予算（第２号） 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

決　算　審　査

議案第42号　令和５年度一般会計歳入歳出決算認定 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第43号　令和５年度国民健康保険特別会計歳入歳
出決算認定 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第44号　令和５年度後期高齢者医療特別会計歳入
歳出決算認定 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第45号　令和５年度介護保険特別会計歳入歳出決
算認定 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第46号　令和５年度稲取財産区特別会計歳入歳出
決算認定 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第47号　令和５年度風力発電事業特別会計歳入歳
出決算認定 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第48号　令和５年度幼児教育アドバイザー共同設
置事業特別会計歳入歳出決算認定 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第49号　令和５年度水道事業会計決算認定 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

意見書案・議員発議

意見書案第２号　地震財特法の延長に関する意見書 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

発議第２号　適正な予算編成に努めることを求める決議 可決（10：１） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 ╳ 〇 〇 〇

※入湯税300円に
　８月７日に臨時会を開催し、入湯税の引き上げや災害復旧における補正
予算などを審議し可決しました。 

高齢者の生活の実情について

　文教厚生常任委員会では、８月27 日
に町内で介護事業に携わっている５人の
ケアマネジャーに参考人として、①高齢
者の生活の実情②福祉や介護の課題につ
いて意見を伺いました。

議　案　名 採決結果
山
田
豪
彦

鈴
木
伸
和

楠
山
節
雄

笠
井
政
明

稲
葉
義
仁

栗
原
京
子

西
塚
孝
男

須
佐　

衛

村
木　

脩

内
山
愼
一

定
居
利
子

山
田
直
志

条　例　改　正

議案第29号　税賦課徴収条例の一部改正 可決（10：１） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 ╳ 〇 〇 〇 〇

議案第30号　国民健康保険条例の一部改正 可決（11：０） 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※

−文教厚生常任委員会−

　　　第１回第１回
臨時会臨時会

　令和７年３月１日から10年間、入湯税を１人１泊150円
から300円とする。増えた財源は観光資源、町づくりなどに
有効活用していきます。

入湯税引き上げ1Pickup

　町道湯ノ沢草崎線災害復旧工事

道路災害復旧費2Pickup

　旧稲取幼稚園改修工事詳細設計業務委託料

旧稲取幼稚園改修3Pickup 198万円

4,000万円
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ここが聞きたいここが聞きたいここが聞きたいここが聞きたい 一 般 質 問

今いる生徒が楽しく
過ごせる環境を

Ｑ

Ａ
部活動は現在でも全員参加が原則か
現在は部活にこだわらず何かしらの活動への参加を促している

１市３町と２町が広域連携

Ｑ

Ａ
ごみ処理の広域連携を
河津町の考え方を踏まえ検討

　
　

令
和
４・
５
年
度
の
ご

み
焼
却
量
及
び
１
日
の
焼
却

量
は
。

　
　
令
和
４
年
度
は
８
６
６

５
ｔ
で
１
日
あ
た
り
28
・
０

６
ｔ
、
５
年
度
は
８
２
０
７

ｔ
で
１
日
あ
た
り
26
・
２
７

ｔ
と
な
る
。

　
　
焼
却
炉
の
改
修
に
よ
る

起
債
総
額
と
返
済
期
間
は
。

　
　
起
債
は
15
億
３
千
万
円

で
、
毎
年
１
億
５
千
万
円
強

を
令
和
16
年
ま
で
の
15
年
間

に
わ
た
り
返
済
す
る
。

　
　
54
ｔ
の
焼
却
炉
整
備
を

計
画
し
て
い
る
南
伊
豆
地
域

清
掃
施
設
組
合
と
の
広
域
連

携
を
検
討
す
べ
き

で
は
。

山
やま

田
だ

　直
なお

志
し

議員

　
　

部
活
動

全
般
の
現
状

と
対
応
の
方

向
は
。

　
　

部
活
動

数
の
減
少
が

住民の健康増進に
欠くことができない保健師

Ｑ

Ａ
専門職員の待遇改善は
人事院の規定から現在の給料表の適用になる

　
　
専
門
職
員
を
募
集
し
て

も
応
募
が
な
い
状
況
が
続
い

て
い
る
こ
と
へ
の
認
識
は
。

　
　
少
子
化
や
民
間
企
業
の

採
用
が
旺
盛
な
中
、
こ
こ
数

年
採
用
に
つ
な
が
ら
な
い
状

況
が
続
い
て
い
る
。
定
年
延

長
に
よ
り
知
識
と
経
験
が
豊

富
な
職
員
の
配
置
が
可
能
に

な
っ
た
こ
と
や
、
即
戦
力
の

期
待
が
持
て
る
中
途
採
用
職

員
の
確
保
も
含
め
、
複
雑
高

度
化
す
る
課
題
へ
の
対
応
力

を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
既
に
実
施
済
み
の
社

会
人
採
用
に
加
え
て
専
門
職

員
で
は
45
歳
以
下
と
な
っ
て

い
る
年
齢
要
件
の
引
き
上
げ

楠
くす

山
やま

　節
せつ

雄
お

議員稲
いな

葉
ば

　義
よし

仁
ひと

議員

続
き
、
団
体
競
技
で
は
か
ろ

う
じ
て
単
独
チ
ー
ム
を
維
持

し
て
い
る
状
況
。
チ
ー
ム
編

成
が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合

は
、
稲
取
と
熱
川
で
合
同
部
活

動
を
編
成
す
る
予
定
。
ま
た
、

地
域
ク
ラ
ブ
活
動
に
関
す
る

意
見
交
換
の
実
施
に
向
け
て
、

協
議
会
を
設
置
す
る
準
備
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

今
あ
る
環
境
の
中
で
生

徒
達
が
ど
れ
だ
け
幅
広
く
活

動
を
選
べ
る
か
、
多
少
不
便
が

あ
っ
た
と
し
て
も
選
択
肢
を

少
し
ず
つ
で
も
広
げ
て
い
く

取
り
組
み
が
重
要
と
考
え
る

が
。

　
　

例
え
ば
地
域
移
行
の
担

第 ３ 回 定 例 会第 ３ 回 定 例 会
一 般 質 問一 般 質 問

一般質問
議員が町の行財政全般にわたって執行機関に
疑問点をただし、所信の表明をもとめること。

楠楠
　　
山
　
節

山
　
節
　　
雄
　
議
員

雄
　
議
員

■
町
専
門
職
員
の
待
遇
改
善
に
つ
い
て

■
町
専
門
職
員
の
待
遇
改
善
に
つ
い
て

■
渇
水
化
対
策
に
つ
い
て

■
渇
水
化
対
策
に
つ
い
て

■
農
業
支
援
に
つ
い
て

■
農
業
支
援
に
つ
い
て

山山
　　
田
　
直

田
　
直
　　
志
　
議
員

志
　
議
員

■
地
震
に
対
す
る
備
え
に
つ
い
て

■
地
震
に
対
す
る
備
え
に
つ
い
て

■
発
災
後
の
初
動
体
制
に
つ
い
て

■
発
災
後
の
初
動
体
制
に
つ
い
て

■
ご
み
処
理
の
広
域
連
携
に
つ
い
て

■
ご
み
処
理
の
広
域
連
携
に
つ
い
て

稲稲
　　
葉
　
義

葉
　
義
　　
仁
　
議
員

仁
　
議
員

■
学
校
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

■
学
校
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

山山
　　
田
　
豪

田
　
豪
　　
彦
　
議
員

彦
　
議
員

■
三
十
祭
に
つ
い
て

■
三
十
祭
に
つ
い
て

■
巨
大
地
震
に
備
え
た
災
害
対
策
に
つ
い
て

■
巨
大
地
震
に
備
え
た
災
害
対
策
に
つ
い
て

西西
　　
塚
　
孝

塚
　
孝
　　
男
　
議
員

男
　
議
員

■
野
生
の
猿
に
つ
い
て

■
野
生
の
猿
に
つ
い
て

■
街
路
灯
と
防
犯
灯
に
つ
い
て

■
街
路
灯
と
防
犯
灯
に
つ
い
て

■
稲
取
駅
の
上
に
あ
る
国
道
出
口
付
近
に
つ
い
て

■
稲
取
駅
の
上
に
あ
る
国
道
出
口
付
近
に
つ
い
て

須須
　　
佐
　
　

佐
　
　
　　
衛
　
議
員

衛
　
議
員

■■
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興
基
本
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興
基
本
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

■■
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
へ
の
対
応
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
へ
の
対
応
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

■
ふ
る
さ
と
納
税
基
金
に
つ
い
て

■
ふ
る
さ
と
納
税
基
金
に
つ
い
て

鈴鈴
　　
木
　
伸

木
　
伸
　　
和
　
議
員

和
　
議
員

■■
大
規
模
地
震
に
お
け
る
建
築
物
の
耐
震
対
策
に
つ
い
て

大
規
模
地
震
に
お
け
る
建
築
物
の
耐
震
対
策
に
つ
い
て

■
人
口
減
少
問
題
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

■
人
口
減
少
問
題
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

東伊豆町議会　YouTube　東伊豆町議会　YouTube　
チャンネルチャンネル

そのほかの
そのほかの

質 問

渇
水
化
対
策
は

Ｑ
今
年
の
降
水
量
は
特
に
少
な
く

は
な
い
が
リ
ス
ク
分
散
の
意
味

も
含
め
地
下
水
の
活
用
を
図
る

Ａ
農
業
支
援
は

Ｑ
Ｊ
Ａ
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら

総
合
的
な
対
策
を
考
え
る

Ａ

等
、
時
代
に
即
し
た
対
応
を

図
っ
て
い
く
。

　
　
専
門
職
員
の
採
用
を
加

速
さ
せ
る
た
め
に
医
療
職
等

の
給
料
表
の
導
入
の
考
え
は
。

　
　
人
事
院
規
則
の
規
定
で

は
適
用
範
囲
は
病
院
や
診
療

所
等
に
勤
務
す
る
保
健
師
や

看
護
師
等
と
な
る
た
め
、
行

政
保
健
師
は
適
用
外
と
な
る
。

　
　
専
門
職
の
給
料
表
の
導

入
が
困
難
な
場
合
、
手
当
等

で
補
填
す
る
考
え
は
。

　
　
行
政
職
員
に
対
す
る
特

別
な
手
当
て
は
な
い
。
し
か

し
な
が
ら
専
門
職
員
の
確
保

は
重
要
な
課
題
で
あ
る
た

め
、
就
職
先
の
一
つ
と
し
て

選
択
い
た
だ
け
る
よ
う
、
今

実
施
し
て
い
る
ワ
ー
キ
ン
グ

ホ
リ
デ
ー
の
事
業
を
確
実
に

遂
行
し
成
果
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。

ＱＡ

Ａ ＱＡ Ｑ

　
　
ご
み
が
減
っ
て
い
る
こ

と
は
認
識
し
て
い
る
。
県
の

広
域
化
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で

も
経
済
効
率
が
良
い
と
さ
れ

て
い
る
が
、
各
々
の
施
設
更

新
時
期
の
ず
れ
等
、
集
約
化

に
は
課
題
も
あ
る
。
南
伊
豆

地
域
清
掃
施
設
組
合
施
設
整

備
の
進
捗
状
況
を
見
な
が
ら
、

将
来
的
に
は
よ
り
良
い
効
率

的
な
ご
み
処
理
の
あ
り
方
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
60
ｔ
の
焼
却
炉
で
稼
働

率
は
50
％
を
切
っ
て
お
り
余

剰
が
あ
る
。
南
伊
豆
地
域
の

計
画
で
も
54
ｔ
で
整
備
し
て

も
13
年
後
に
は
35
ｔ
と
過
剰

施
設
を
抱
え
る
こ
と
に
な
る
。

南
伊
豆
地
域
の
ご
み
の
一
部

を
エ
コ
セ
ン
タ
ー
で
焼
却
し
、

当
該
施
設
の
縮
小
と
改
修
費

へ
の
負
担
を
求
め
る
事
で
効

率
的
で
無
駄
が
少
な
い
ご
み

焼
却
が
で
き
る
と
考
え
る
が
。

　
　
一
緒
に
事
業
を
行
っ
て

い
る
河
津
町
の
考
え
方
も
踏

ま
え
検
討
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
。

Ｑ

Ａ
　

ＱＡ
　

ＱＡ
　

ＱＡ
　

い
手
と
な
る
各
種

団
体
に
も
様
々
な

形
態
が
あ
る
こ
と
、

Ａ Ｑ

経
済
的
な
側
面
、
教
師
を
含
め

た
学
校
の
関
わ
り
方
等
、
難

し
い
課
題
が
あ
る
の
は
事
実
。

今
年
度
は
第
一
歩
と
し
て
そ

れ
を
ど
う
進
め
て
い
く
か
、
方

向
性
を
示
し
て
い
か
な
け
れ

ば
と
考
え
て
い
る
。

　
　

稲
取
・
熱
川
両
拠
点
間
の

交
流
を
図
る
取
り
組
み
に
つ

い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　

総
合
学
習
に
お
け
る
探

求
活
動
等
を
通
じ
て
様
々
な

交
流
が
図
れ
る
の
で
は
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
各
種
行
事

の
共
同
開
催
の
可
能
性
に
つ

い
て
も
調
査
中
。
将
来
の
統
合

を
見
据
え
、
で
き
る
限
り
色
々

な
形
で
交
流
を
進
め
て
い
き

た
い
。

　
　

堀
切
の
通
学
路
に
対
す

る
現
在
の
考
え
は
。

　
　

危
険
性
は
承
知
し
て
お

り
、
警
察
へ
の
巡
回
依
頼
や

学
校
支
援
本
部
実
行
委
員
の

協
力
等
、
様
々
な
手
を
尽
く

し
な
が
ら
、
一
方
で
は
ス
ク
ー

ル
バ
ス
運
行
の
可
能
性
に
つ

い
て
も
検
討
を
進
め
て
い
る
。

Ａ Ｑ

Ａ ＱＡ Ｑ
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一 般 質 問ここが聞きたいここが聞きたいここが聞きたいここが聞きたい

Ｑ

Ａ
稲取地区に野生の猿が出没しているが
出没した範囲は把握している

Ｑ

Ａ
三十祭の開催について町の考えは
どうすれば実現できるか検討する

　
　
二
十
祭
か
ら

10
年
後
の
節
目
を

みんなで楽しく
語り合おう

　
　
最
近
、
稲
取
地
区
に
野

生
の
猿
が
至
近
に
出
て
い
る

が
、
行
動
範
囲
を
調
べ
て
い

る
か
。

　
　
出
没
情
報
が
来
て
い
る

と
こ
ろ
は
把
握
し
て
い
る
。

そ
う
い
っ
た
情
報
か
ら
あ
る

程
度
の
行
動
範
囲
は
推
測
し

て
お
り
、
通
報
を
受
け
る
と

職
員
が
現
地
へ
赴
き
対
応
す

る
が
、
実
際
現
地
へ
到
着
し

た
際
に
は
既
に
姿
が
見
え
な

い
と
い
う
状
況
が
多
い
。

西
にし

塚
づか

　孝
たか

男
お

議員

須
す

佐
さ

　衛
まもる

議員

大津波発生時に
電源喪失の危険性が
高い役場庁舎

Ｑ

Ａ
庁舎の移転、災害対策本部の設置場所は
有識者を交え全庁的な課題として検討する必要がある

　
　
南
海
ト
ラ
フ
臨
時
情
報

（
巨
大
地
震
注
意
）
に
お
け

る
町
内
の
宿
泊
キ
ャ
ン
セ
ル

数
は
。

　
　
確
認
で
き
た
だ
け
で
１

３
３
３
件
あ
っ
た
。（
台
風
10

号
の
キ
ャ
ン
セ
ル
１
２
４
１

件
）

　
　
稲
取
の
池
尻
海
岸
や
熱

川
海
岸
で
の
遊
泳
は
ど
の
よ

う
な
判
断
が
な
さ
れ
た
か
。

　
　
経
済
と
安
全
安
心
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
遊
泳
禁
止
と

耐震診断を

Ｑ

Ａ
大規模地震における建築物の耐震対策は
８年度以降は何らかのスキームを考えその推進を継続

　
　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前

に
新
築
さ
れ
た
住
宅
の
総
数
は
。

　
　

総
数
３
４
３
４
戸
。
う
ち

木
造
が
２
３
４
７
戸
、
非
木
造
が

１
０
８
７
戸
と
把
握
し
て
い
る
。

　
　

そ
の
う
ち
耐
震
診
断
義
務

付
け
対
象
道
路
沿
い
に
あ
っ
て

倒
壊
に
よ
り
前
面
道
路
閉
塞
す

る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
は
。

　
　

緊
急
輸
送
ル
ー
ト
の
沿
線

に
あ
る
建
築
物
25
戸
に
つ
い
て

耐
震
診
断
を
実
施
。
そ
の
う
ち

13
戸
が
耐
震
性
が
な
い
と
診
断

さ
れ
た
。

　
　

対
象
建
築
物
の
所
有
者
に

祝
う
だ
け
で
な
く
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
活
性
化
、

人
口
減
少
、
過
疎
化
の

どんつく通りに猿が出没

鈴
すず

木
き

　伸
のぶ

和
かず

議員

し
な
か
っ
た
。

高
層
旅
館
の
受

入
体
制
や
避
難

そのほかの

質 問

人
口
を
減
ら
さ
な
い
手
立
て
と
減
っ
た
と

し
て
も
成
り
立
つ
体
制
づ
く
り
を
意
識
。

ま
ち
づ
く
り
総
合
指
針
に
も
反
映
さ
せ
、

緩
和
・
適
応
・
全
員
参
加
の
コ
ン
セ
プ
ト

を
設
定
し
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
。

Ａ
人
口
減
少
問
題
の
取
り
組
み
は

Ｑ

糸
口
と
な
る
事
が
期
待
で
き

る
と
考
え
る
が
。

　
　
三
十
祭
を
開
催
し
て「
地

元
っ
て
い
い
な
ぁ
」
と
改
め

て
感
じ
て
い
た
だ
く
事
は
良

い
こ
と
だ
と
思
う
。
他
の
自

治
体
で
も
地
元
回
帰
や
郷
土

愛
醸
成
を
目
的
に
実
施
す
る

事
例
が
散
見
さ
れ
る
。
ま
た

当
町
に
お
い
て
も
同
窓
会
を

促
進
し
て
欲
し
い
、
連
絡
は

取
れ
る
の
で
協
力
し
た
い
と

い
っ
た
提
案
も
い
た
だ
い
て

い
る
。
担
当
課
に
は
検
討
の

　
　
人
へ
の
危
害
や
農
作
物

へ
の
被
害
は
な
い
の
か
。

　
　
人
へ
の
危
害
は
聞
い
て

い
な
い
。
ま
た
、
農
家
で
は

農
作
物
を
柵
や
網
で
囲
っ
て

い
る
た
め
、
被
害
を
受
け
た

と
の
報
告
は
な
い
。

　
　
猿
が
街
の
中
を
歩
い
て

い
た
ら
役
場
に
連
絡
を
す
れ

ば
よ
い
か
。

　
　
係
の
者
が
花
火
や
エ
ア

ガ
ン
を
使
っ
て
追
い
払
う
等

の
対
応
を
図
っ
て
い
る
。

は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
求
め
て

い
る
か
。
ま
た
所
有
者
不
明
は

あ
る
か
。

　
　

対
象
に
つ
い
て
静
岡
県
か

ら
調
査
票
を
送
付
、
無
料
の
専

門
家
の
派
遣
や
耐
震
化
の
意
向

に
つ
い
て
確
認
し
な
が
ら
耐
震

化
を
図
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
を
し
て
い
る
。
所
有
者
不

明
の
建
物
は
な
い
。

　
　

令
和
６
年
度
に
無
料
耐
震

診
断
を
受
け
ら
れ
る
県
の
制
度

が
終
了
、
町
は
引
き
続
き
実
施

す
る
計
画
は
。

　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ

Ｉ
―
０
は
計
画
年
度
が
令
和
７

年
度
と
な
っ
て
お
り
、
無
料
診

断
に
つ
い
て
は
今
年
度
で
終
了

す
る
。
令
和
８
年
度
以
降
の
耐

震
診
断
に
つ
い
て
県
は
協
議
を

行
っ
て
い
る
段
階
だ
が
、
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

町
と
し
て
も
何
ら
か
の
ス
キ
ー

ム
を
考
え
て
そ
の
推
進
を
継
続

し
て
い
き
た
い
。

そのほかの

質 問

海
抜
３
ｍ
程
度
に
建
つ
庁
舎
が

対
策
本
部
と
し
て
機
能
す
る
か

Ｑ
私
見
で
は
あ
る
が
津
波
襲
来
時

に
は
機
能
を
喪
失
す
る
可
能
性

は
高
い
と
考
え
る

Ａ

山
やま

田
だ

　豪
ひで

彦
ひこ

議員

指
示
を
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
作
り
計
画
し
て
は
い
か
が

か
。

　
　
町
が
考
え
る
同
窓
会
促

進
と
商
工
会
が
考
え
て
い
る

三
十
祭
を
ど
う
連
携
し
て
い

く
か
が
ポ
イ
ン
ト
。
い
ず
れ

に
し
て
も
対
象
者
の
考
え
や

核
と
な
る
幹
事
の
存
在
に
つ

い
て
調
査
し
た
上
で
、
ど
ん

な
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
か
検

討
し
た
い
。

　
　
東
伊
豆
町
フ
ァ
ン
ク
ラ

ブ
「
う
ち
っ
ち
」
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
登
録
を
し
て
も
ら
っ
た
ら

ど
う
か
。

　
　
応
援
し
て
く
れ
る
人
を

広
げ
て
い
き
た
い
と
当
初
か

ら
考
え
て
い
た
。
学
校
に
も

相
談
し
た
が
個
人
情
報
等
の

問
題
で
進
ま
な
い
部
分
も
あ

る
の
で
、
合
意
の
上
で
登
録

し
て
も
ら
う
よ
う
な
工
夫
を

凝
ら
し
て
い
き
た
い
。

ＱＡ
　

ＱＡ
　

Ａ

Ｑ

ＱＡ ＱＡ

ＱＡ

そのほかの

質 問

町
と
し
て
は
県
の
担
当
課
に
写

真
を
送
り
要
望
し
て
い
る

Ａ Ｑ
稲
取
駅
上
の
国
道
出
口
付
近
は

草
や
枝
木
が
生
い
茂
っ
て
い
る

が
対
策
は

街
路
灯
の
補
助
金
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か

ＱＡ
96
万
円
を
元
に
商
店
会
等
に
電

気
料
金
に
応
じ
て
案
分
し
て
い

る

そのほかの
そのほかの

質 問

中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興

基
本
条
例
の
制
定
は

Ｑ
使
命
感
を
持
っ
て
進
め
て
い
き

た
い

Ａ
ふ
る
さ
と
納
税
基
金
を
観
光
に

使
え
な
い
か

Ｑ
ど
の
分
野
に
コ
ス
ト
を
か
け
る
か
バ
ラ

ン
ス
を
考
慮
し
た
慎
重
な
検
討
が
必
要

Ａ

路
の
確
認
、
避
難
誘
導
の
掲

示
を
行
っ
た
。

　
　
安
全
性
に
対
す
る
町
内

外
へ
の
告
知
を
図
れ
な
か
っ

た
か
。

　
　
正
し
い
情
報
を
的
確
に

発
信
を
す
る
と
い
う
の
は
重

要
な
視
点
。
当
町
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ

計
画
に
お
い
て
、
観
光
と
い

う
切
り
口
が
少
な
い
よ
う
に

感
じ
る
の
で
、
そ
の
辺
り
の

見
直
し
を
含
め
、
よ
り
的
確

な
対
応
が
図
れ
る
よ
う
中
身

を
進
化
さ
せ
た
い
。

　
　
ス
ー
パ
ー
で
は
飲
料
水

の
完
売
が
相
次
い
だ
。
新
規

井
戸
が
供
用
さ
れ
た
際
に

は
、
町
水
道
の
水
質
の
Ｐ
Ｒ

も
兼
ね
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
入

り
の
飲
料
水
を
各
家
庭
に
配

布
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　
災
害
時
は
給
水
車
で
対

応
し
た
い
。

ＱＡＱＡ

ＱＡＱＡ

Ａ ＱＡ Ｑ

ＡＡ Ｑ

Ｑ
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　今回は早朝から開催されていた「奈良本を元気にす
る100人の会」主催の「夏休み座禅会」に伺ってき
ました。皆さんが楽しみながら地区を元気にする活動
に頭が下がる取材でした

ひ
が
し
い
ず

議
会
だ
よ
り

令
和
６
年
10
月
18
日
発
行

【
発　

行
】

【
責
任
者
】

【
住　

所
】

東
伊
豆
町
議
会

議
長　

笠
井
政
明

〒
４
１
３
︱

０
４
１
１

【
編
集
】　

議
会
広
報
編
集
委
員
会

【
Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
】 

０
５
５
７
（
９
５
）
６
３
０
７

静
岡
県
賀
茂
郡
東
伊
豆
町
稲
取
３
３
５
４
番
地

議会広報編集委員会

委
員
長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

委

員

栗
原
京
子

稲
葉
義
仁

山
田
豪
彦

鈴
木
伸
和

笠
井
政
明

山
田
直
志

編集後記　
本
定
例
会
は
「
南
海

ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情

報
」
が
発
令
さ
れ
た
後

に
開
催
さ
れ
た
こ
と
も

あ
り
、
防
災
問
題
へ
の

質
問
が
集
中
し
た
。
耐
震
化

の
向
上
・
発
令
へ
の
対
応
・

役
場
の
機
能
・
避
難
所
の
運

営
等
に
町
長
は
自
ら
の
知
見

を
踏
ま
え
答
弁
し
て
い
た
。

議
会
だ
よ
り
の
紙
面
や
Ｈ
Ｐ

で
の
録
画
で
議
論
の
内
容
が

伝
わ
る
だ
ろ
う
か
。
町
民
の

命
に
関
わ
る
問
題
だ
け
に
町

長
に
は
直
接
町
民
と
話
し
合

う
こ
と
を
求
め
た
い
。
優
れ

た
意
見
で
も
、伝
わ
ら
な
い・

理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
意
味
が

な
い
。
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
命

を
守
る
行
動
に
町
民
が
立
ち

上
が
る
た
め
の
下
働
き
が
今

必
要
だ
と
感
じ
た
。（山

田
直
）

座禅会の様子

　
令
和
元
年
頃
か
ら
、
区
の

役
員
Ｏ
Ｂ
を
中
心
に
構
成
し

て
設
立
し
ま
し
た
。
イ
ベ
ン

ト
を
通
じ
て
、
区
民
が
出
会

い
の
機
会
を
増
や
す
こ
と
を

目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

森田隆裕会長

︱
ど
ん
な
方
々
で
活
動
し
て

い
ま
す
か
。

︱
今
後
の
展
望
は
。

　
こ
の
活
動
が
長
く
続
く
よ

う
に
、
緩
や
か
に
世
代
交
代

を
目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
。きれいになりました

　
２
月
に
は
約
80
本
の
河
津

桜
が
咲
き
誇
る
町
立
図
書
館

下
の
駐
車
場
で
「
な
ら
も
と

桜
ま
つ
り
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
奈
良
本
商
店
会
の
豚

汁
や
甘
酒
の
無
料
サ
ー
ビ
ス

も
あ
り
、
３
０
０
人
ほ
ど
の

区
民
が
お
花
見
を
楽
し
ん
で

く
れ
て
い
ま
す
。
地
区
内
の

桜
の
地
図
も
作
成
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
地
区
内
の
景
観 お花見客がたくさん

整
備
も
し
て
い
ま
す
。
伊
豆

の
相
模
湾
側
の
海
沿
い
に
あ

る
「
東
浦
路
」
と
呼
ば
れ
る

古
道
が
あ
り
、
こ
の
奈
良
本

区
内
に
も
残
存
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
後
世
に
も
残
す
た

め
に
整
備
を
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
６
月
に
は
台
湾
提

灯
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い

る
熱
川
温
泉
橋
の
ペ
ン
キ
塗

り
を
し
ま
し
た
。
朱
色
の
欄

干
が
提
灯
と
相
ま
っ
て
本
当

に
綺
麗
で
し
た
。

方
に
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。

︱
他
に
は
ど
ん
な
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
て
い
ま
す
か
。

︱
今
日
は
朝
早
く
か
ら
お
寺

に
集
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を

取
材
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ど
ん
な
活
動
で
す
か
。

　
４
年
前
か
ら
「
夏
休
み
座

禅
会
」
を
地
区
に
あ
る
自
性

院
で
開
い
て
い
ま
す
。
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
６
時
か
ら

約
30
分
間
、
心
が
穏
や
か
に

な
る
よ
う
に
座
禅
を
組
む
会

で
す
。
こ
の
日
は
10
人
位
の


